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１ 業務名 

令和９年度大学入学共通テスト 受験上の配慮申請書データ作成業務 一式 

 

２ 業務目的 

  本業務は，大学入試センター（以下「センター」という。）と大学が共同して実施する「令和９年度

大学入学共通テスト」の「受験上の配慮申請」手続きに係る申請書等のデータ作成を行うことを目的と

する。 

 

３ 業務内容 

⑴受験上の配慮申請書スキャニングデータ作成  

センターの事業所内で，センターから提供する受験上の配慮申請書及び診断書等（以下，「申請

書等」という。）をスキャニングした上で，受験上の配慮申請書スキャニングデータ（以下「スキ

ャンデータ」という。）を作成すること。 

スキャンデータは電子媒体等に作成し，センターの指定する場所に納品すること。 

 

⑵受験上の配慮申請書データ作成 

上記⑴で作成したスキャンデータを基に「【A】受験上の配慮申請書」の記載内容を入力（パン

チ）し，申請書データ「Ａ」及び精査用申請書データ「Ｂ」を作成すること。 

各申請書データはベリファイを行った後，電子媒体（正副２巻）に作成し，センターの指定する

場所に納品すること。 

 

４ 業務期間 

令和８年７月２１日 ～ 令和８年１０月２３日 

※ 詳細な実施期日については，センターと調整すること。 

 

５ 業務場所 

  独立行政法人大学入試センター（東京都目黒区駒場 2-19-23） 本館１階第３作業室 外 

  なお，「３ 業務内容」⑵の業務遂行にあたり，スキャンデータをセンターから持ち出す必要がある

場合には，「８ 特記事項」⑷のとおり，センターと協議の上，業務場所を設定すること。 
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６ 件数及び納期 

項目 内容 

スキャンデータ及び申請書

データの基となる受験上の

配慮申請の予定件数※1 

 

 予定件数 
参考 

R8共通テスト 

○データ作成テスト 30件 30件 

○申請期間第１期 １回目 300件 698件 

    〃    ２回目 500件 1030件 

    〃    ３回目 1000件 － 

○申請期間第２期 １回目 500件 470件 

    〃    ２回目 500件 495件 

    〃    ３回目 400件 399件 

    〃    ４回目 400件 393件 

合 計 3630件 3515件 
 

申請書等引き渡し予定日時 

※２ 

【データ作成テスト】：令和８年８月 17日（月）14時 

【第１期】 

１回目（計１回目）：令和８年８月 24日（月）14時 

２回目（計２回目）：令和８年８月 28日（金）14時 

３回目（計３回目）：令和８年９月３日（木）14時 

【第２期】 

１回目（計４回目）：令和８年９月 25日（金）14時 

２回目（計５回目）：令和８年 10月２日（金）14時 

３回目（計６回目）：令和８年 10月６日（火）14時 

４回目（計７回目）：令和８年 10月８日（木）14時 

スキャンデータ及び申請書

データ及び納品日時 
原則として，申請書等引渡し日時の休日除く翌日 14時 

  ※1 件数については令和８年度大学入学共通テストの実績を基に算出したもので，実際の申請状

況によっては１割程度の増減する可能性がある。 

  ※2 予定日であり，詳細についてはセンターと協議すること。また，センターと協議の上，準備

が整った申請書を引渡し予定日時に先んじて順次引き渡すことも可能とする。 
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７ 作業の完了報告及び確認 

⑴ 申請書データ等の納品後，センターはデータ形式の点検を行う。誤りがあった場合は，受注者

は申請書データ等を速やかに再作成し，納品すること。 

⑵ 受注者は，業務完了後に完了報告書をセンターに提出すること。 

 

８ 特記事項 

⑴ 「３ 業務内容」の実施に必要な機材については，受注者において用意すること。 

⑵ 受注者はセンター内で業務に従事する者について，センターが指定する様式で名簿を事前に提

出すること。  

⑶ スキャンデータ及び申請書データの作成に関しては，「１０ データ作成仕様」に従うこと。 

⑷ センター内にある出願受付作業場所からスキャンデータを持ち出す場合は，国内に限定するも

のとし，十分なセキュリティを確保した上で実施すること。なお，センターと協議の上，センタ

ーと受注者事業所等との間にVPN（Virtual Private Network）を構築しスキャンデータを伝送す

ることも可能とする。VPNを利用する場合は，事前にセンターへ使用する機器等の詳細を書面で

提出し，許諾を得ること。また，VPNを利用する場合に必要な機器及び費用等は，受注者が負担

すること。 

⑸ 申請書データ「Ａ」及び精査用申請書データ「Ｂ」の作成作業にあたっては「１０ データ作

成仕様」⑵のとおり共通の作業手順であるが，異なるメンバーによる作業チームを編成するとと

もに，各々で作業を行ったもので正・副のデータを作成し，ベリファイを実施すること。 

⑹ 納品用の記録媒体は，センターで用意し，受注者に引き渡すものを使用すること。 

⑺ データ作成テストについては，申請書等授受からデータ作成，納品までの一連の流れを実施する

こと。テスト時に確認された問題点，疑義等については，センターと協議の上，第１回以降の作業

に反映させること。 

⑻ 本業務遂行にあたり，受注者は，「機密及び個人情報の守秘に関する誓約書」（別紙１）を提

出すること。 

⑼ 申請書等の個人情報については，適正に取り扱うよう留意すること。受注者は，「個人情報の

保護に関する誓約書」（別紙２）を提出すること。 

⑽ 受注者は，独立行政法人大学入試センター契約事務取扱規則（平成13年規則第56号）を遵守す

ること。 

⑾ 受注者は，本業務に関して提供された情報及びその他知り得た情報を業務従事者以外のものに

は秘密とし，本業務遂行以外の目的に使用しないこと。また，本業務終了後においても，他者に

漏えいしないこと。 

⑿ 本仕様書に定めのない事項又は疑義が生じた事項については，センター及び受注者双方が誠意

をもって協議の上，決定すること。 

 

９ 受注者要件 

⑴ 令和４年度から令和７年度までに同種の業務を履行した実績を有すること。 

⑵ 情報セキュリティ関連の認証（ISMS，ISO/IEC27001，JISQ27001）または一般財団法人日本情

報経済社会推進協会が認定するプライバシーマークを取得していること。    
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１０ データ作成仕様 

 ⑴ 受験上の配慮申請書スキャニングデータの作成について 

ア スキャンデータの元となる申請書等については，申請者１名につき１件の一連番号を付与し，一

連番号ごとに申請書等を一つのクリアファイルに格納した状態で，一連番号順にまとめてセンタ

ーから受注者に引き渡す。なお，申請書等の用紙は A4サイズとする。 

  また，申請書等の授受については，センターの作成した授受簿により管理するものとし，引渡し

日時，件数等を確認すること。 

 

  イ 使用するスキャナーについては下記の仕様を満たすものを使用すること。 

・読取範囲：A4 サイズ以上可能 両面スキャン可能 

・解像度：カラー200dpi 以上 

・原稿厚さ：20g/㎡以上 

・その他：スキャニングする用紙には薄い感熱紙等を含む場合があるので，用紙が破損等しない

ものであること。 

     期日までに申請書データ作成を実施できるよう十分なスキャン速度を備えること。 

 

ウ スキャンデータ仕様等 

項目 内容 

ファイル形式 JPGファイル，カラー 

ファイルの区切り 一連番号 1件につき枚数分のファイル作成 

ファイル名 4ケタの半角数字_2ケタの半角数字.jpg 

前半 4ケタ：一連番号 

後半 2ケタ：通し番号（右づめで作成し，余った桁は”0”を作成す

ること。） 

上記の JPGファイルは，一連番号名のフォルダに格納すること 

 

エ 作成方法 

受注者は一連番号順かつ，クリアファイルに格納された順番通りに申請書等をスキャンするこ

と。スキャンしたデータは，次の「オ スキャンデータ作成イメージ」のとおり，枚数ごとにファ

イル名を付与し，一連番号 1 件ごとのフォルダ内にスキャンデータを格納したものを作成するこ

と。 

なお，片面印刷の書類の場合は，裏面の白紙はデータを除いて作成すること。 

また，両面印刷の書類の場合は，裏面は表面とは別の枚数として取り扱い，１ファイルとしてフ

ァイル名を付けること。 
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  オ スキャンデータ作成イメージ 

0001の申請書等          0002の申請書等             0003の申請書等 

 

  

 

 

 

 

 

 

一連番号 1件で枚数分ファイル  一連番号 1件で枚数分ファイル 一連番号 1件で枚数分ファイル 

ファイル名：0001_01.jpg   ファイル名：0002_01.jpg   ファイル名：0003_01.jpg 

        ～             ～              ～ 

ファイル名：0001_03.jpg   ファイル名：0002_08.jpg   ファイル名：0003_05.jpg 

 

 

フォルダ名：0001        フォルダ名：0002       フォルダ名：0003 

 フォルダ内：0001_01.jpg    フォルダ内：0002_01.jpg    フォルダ内：0003_01.jpg 

       0001_02.jpg          0002_02.jpg          0003_02.jpg 

       0001_03.jpg          0002_03.jpg          0003_03.jpg                       

0002_04.jpg          0003_04.jpg 

                       0002_05.jpg          0003_05.jpg 

                       0002_06.jpg           

                       0002_07.jpg           

                       0002_08.jpg           

 

カ スキャンデータの作成に関する注意事項 

 ・スキャン時の文字の掠れ等により記載の判別が困難と思われるものがある場合には，再度スキャ

ンを行う等により対応すること。 

・スキャン時に申請書等の汚損，破損等が発生した場合には，速やかにセンターに報告し対応を協

議すること。 

・スキャンデータに係る不備（漏れ・順序の入れ替え・不鮮明等）を発見した場合は，速やかにセ

ンターに報告し，対応を協議すること。 

・申請書データ作成のスケジュールを考慮した上で規定の期日内に終えられるよう，想定される

件数を処理できるだけの人員及び機器等を確保すること。 

 

  

0002（両面） 

 
0001（片面） 

0001（片面） 

 0001（片面） 

 

0002（両面） 

0002（両面） 

 0002（両面） 

 

0003（両面） 

0003（片面） 

 0003（両面） 
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⑵ 受験上の配慮申請書データの作成について 

  次のア～カに基づいて，受験上の配慮申請書データを作成すること。 

 

ア 入力データ 

受注者は，「１０ データ作成仕様」⑴で作成したスキャンデータを使用し，申請書等のうち「【A】

受験上の配慮申請書」第１面および第２面の記載事項をもとに作成すること。 

 

イ 出力データ 

①  データの並び 

デ
ー
タ
識
別
レ
コ
ー
ド 

申
請
書
レ
コ
ー
ド 

１ 

申
請
書
レ
コ
ー
ド 

２ 

申
請
書
レ
コ
ー
ド 

３ 

申
請
書
レ
コ
ー
ド 

４ 

申
請
書
レ
コ
ー
ド 
５ 

申
請
書
レ
コ
ー
ド 

６ 

申
請
書
レ
コ
ー
ド 

７ 

申
請
書
レ
コ
ー
ド 

８ 
 

 

・・・・・・・ 

申
請
書
レ
コ
ー
ド 

ｎ 

 

②  データ仕様等 

項目 内容 

ファイル形式 可変長（ＣＳＶファイル） 

レコードの種類 2種類（データ識別，申請書） 

レコードの区切り レコードごとに改行コード（CR, LFの 2バイト） 

文字コード SHIFT-JISコード 

区切り文字 ，（デリミタ） 

ファイル名 （正）sins_（データ識別コード※）_（納品回数）.csv 

（副） 〃 _（   〃  ）_（  〃  ）_f.csv 

例：申請書データ「A」の 1回目の納品 

 （正）sins_A_1.csv及び（副）sins_A_1_f.csv 

例：精査用申請書データ「B」の 5回目の納品 

 （正）sins_B_5.csv及び（副）sins_B_5_f.csv 

※ 半角英字大文字 1文字。 

 

・「申請書レコード」の「氏名（カタカナ）」項目の片仮名は，全て「いわゆる半角カナ」とす

ること。 

・「申請書レコード」の「氏名（漢字）」項目の漢字は，全て SHIFT-JISコードの第 1水準・

第 2水準のものとすること。 

・「申請書レコード」の「氏名（漢字）」項目の片仮名は，全て「全角カナ」とすること。 

     ・入力文字種別（英数字）について，特別の指定がない場合は，半角英数字とすること。 
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ウ レコードフォーマット及び作成方法 

① データ識別レコード 

データの先頭に１件だけ作成すること。 

項目名 最大文

字数 

文字形式 作成方法 

データ識別

文字 
5 英字 

申請書データＡ ･････ “AAAAA”で作成すること 

申請書データＢ ･････ “BBBBB”で作成すること 

 

② 申請書レコード（※申請書レコードの形式等については仕様書作成時点のものであり，今後

変更となる場合がある。データ作成テスト時までにセンターと協議の上決定する。） 

申請書データ１件分ごとに以下のとおり作成すること。 

なお，作成方法に特に指定のない場合は，記入のとおり作成すること。 

申請書記載欄の⑯～㉝について，作成方法欄を確認した上で，不明または判別不能な場合

は，必ず“0”を入力すること。 

 

 

No 
申請書 

記載欄 
項目名 

最大 
文字数 

（ ）は全角 
文字形式 作成方法 

1 ① 
高等学校
等コード 

6 英数字  

2 
該当
なし 

該当なし 4 数字 “0000”を入力すること。 

3 

⑥ 

フリガナ 18 
半角カナ， 
英字等 

左づめで入力し，姓と名の間に空白を
１文字入れること。 

4 
氏名（漢
字） 

20 
(10) 

漢字 
左づめで入力し，姓と名の間に空白を
１文字入れること。 

5 ⑤ 
課程（通
信制フラ
グ） 

1 数字 

○で囲んだ欄が， 
「全日制又は定時制」の場合は空
白， 
「通信制」の場合は“1”を入力する
こと。 
無記入の場合は空白。 

6 ⑧ 性別 1 数字 ○で囲んだ欄の数字を入力すること。 

7 

⑨ 

郵便番号 7 数字 
“-”（ハイフン）を除いて入力するこ
と。 

8 住所 
80 

(40) 
漢字等 

英数字等は，全角で入力すること。 
町域名までに“ヶ”や“ッ”の記入が
あった場合は，全て大文字の“ケ”や
“ツ”とすること。 

9 
電話番号 17 英数字等 

“-”（ハイフン）を入れて入力するこ
と。 
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10 

⑪ 

受
験
科
目
等 

国語 1 英数字 
塗りつぶし又はチェックがある場合は科目名
の下にある英数字を入力，ない場合は“0”を入
力すること。 

11 
地理歴史，公民 

1 〃 
〃 

12 1 〃 

13 数学① 1 〃 〃 

14 数学② 1 〃 〃 

15 

理科 

1 〃 

〃 
16 1 〃 

17 外国語 1 〃 〃 

18 情報 1 〃 〃 

19 
出題範囲-地歴・公民 

1 〃 
塗りつぶし又はチェックがある場合は出題範
囲名の下にある英数字を入力，ない場合は
“0”を入力すること。 

20 1 〃 〃 

21 
出題範囲-理科 

1 〃 〃 

22 1 〃 〃 

23 ⑫ 
大学入試センター記入欄 1（ダウ
ンロード番号） 

6 数字  

24 ⑬ 
大学入試センター記入欄 1（一連
番号） 

4 数字 
右づめで入力し，余った桁は“0”を入力するこ
と。 

25 ⑭ 
大学入試センター記入欄 1（種別
コード） 

2 数学  

26 

⑮ 
大学入試センター記入欄
1（病名） 

(1) 
60 

(30) 
漢字等， 
空白 

英数字等は，全角で入力すること。最大文字数
まで入力し,溢れたら(2)に入力すること。 

27 (2) 
60 

(30) 
漢字等， 
空白 

英数字等は，全角で入力すること。 

28 

⑯ 

視
覚
障
害 

点字による教育を受
けている者 

1 数字 
塗りつぶし又はチェックがある場合は“1”を
入力，ない場合は“0”を入力すること。 

29 

両眼の矯正視力がおおむね
0.3未満の者のうち，拡大鏡
等の使用によっても通常の
文字，図形等の視覚による
認識が不可能又は著しく困
難な程度の者 

1 〃 〃 

30 

視力以外の視機能障害が高
度の者のうち，拡大鏡等の
使用によっても通常の文
字，図形等の視覚による認
識が不可能又は著しく困難
な程度の者 

1 〃 〃 

31 
左記以外の視覚障害
者 

1 〃 〃 
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32 

⑰ 

聴
覚
障
害 

両耳の平均聴力レベ
ルが 60db以上の者 

1 数字 
塗りつぶし又はチェックがある場合は“1”を
入力，ない場合は“0”を入力すること。 

33 
左記以外の聴覚障害
者 

1 〃 〃 

34 

⑱ 

肢
体
不
自
由 

体幹の機能障害により座

位を保つことができない

者又は困難な者 

1 数字 
塗りつぶし又はチェックがある場合は“1”を
入力，ない場合は“0”を入力すること。 

35 
上肢の機能障害により筆

記をすることができない

者又は困難な者 

1 〃 〃 

36 
下肢の機能障害により歩

行をすることができない

者又は困難な者 

1 〃 〃 

37 
左記以外の肢体不自
由者 

1 〃 〃 

38 ⑲ 病弱 1 数字 
塗りつぶし又はチェックがある場合は“1”を
入力，ない場合は“0”を入力すること。 

39 ⑳ 発達障害 1 数字 
塗りつぶし又はチェックがある場合は“1”を
入力，ない場合は“0”を入力すること。 

40 ㉑ その他 1 数字 
塗りつぶし又はチェックがある場合は“1”を
入力，ない場合は“0”を入力すること。 

41 

㉓ 

視
覚
に
関
す
る
配
慮
事
項 

点字解答(別室) 1 数字 
塗りつぶし又はチェックがある欄の数字を入
力，ない場合は“0”を入力すること。 

42 
点字器等の試験場で
の保管 

1 〃 
塗りつぶし又はチェックがある場合は“1”を
入力，ない場合は“0”を入力すること。 

43 
文字解答(別室) 
(試験時間延長) 

1 〃 
塗りつぶし又はチェックがある欄の数字を入
力，ない場合は“0”を入力すること。 

44 
文字解答(別室) 
(時間延長なし) 

1 〃 
塗りつぶし又はチェックがある場合は“1”を
入力，ない場合は“0”を入力すること。 

45 
拡大文字問題冊子の
配付 

1 〃 

塗りつぶし又はチェックがある欄の数字を入
力，両方に塗りつぶし又はチェックがある場
合は“3”を入力，ない場合は“0”を入力す
ること。 

46 拡大鏡等の持参使用 1 〃 
塗りつぶし又はチェックがある場合は“1”を
入力，ない場合は“0”を入力すること。 

47 
窓側の明るい座席を
指定 

1 〃 〃 

48 照明器具の持参使用 1 〃 〃 

49 
照明器具の試験場側
での準備 

1 〃 〃 
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50 

㉔ 

聴
覚
に
関
す
る
配
慮
事
項 

手話通訳士等の配置＋注意

事項等の文書による伝達 
1 数字 

塗りつぶし又はチェックがある欄の数字を
入力，ない場合は“0”を入力すること。 

51 座席を前列に指定 1 〃 
塗りつぶし又はチェックがある場合は“1”
を入力，ない場合は“0”を入力すること。 

52 
補聴器又は人工内耳
の装用 

1 〃 〃 

53 リスニングの免除 1 〃 〃 

54 音声聴取の方法 1 〃 

塗りつぶし又はチェックがある欄の数字を
入力，ない場合は“0”を入力すること。 
”6”に塗りつぶし又はチェックがあった
場合は，代わりに“0”を入力すること。 

55 ㉘ 
大学入試センター記入 
欄 2（出願資格種別） 

1 数字 
欄内の数字を入力，ない場合は“0”を入力
すること。 

56 ㉙ 
大学入試センター記入 
欄 2（装置） 

1 数字 〃 

57 ㉚ 
大学入試センター記入 
欄 2（音源種別） 

1 数字 〃 

58 ㉛ 
大学入試センター記入 
欄 2（リスニング別室） 

1 数字 〃 

59 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㉕ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

肢
体
不
自
由
・
病
弱
に
関
す
る
配
慮
事
項
・
そ
の
他
の
配
慮
事
項 

チェック解答(別室) 
(試験時間延長) 

1 数字 
塗りつぶし又はチェックがある欄の数字を
入力，ない場合は“0”を入力すること。 

60 
チェック解答(別室) 
(時間延長なし) 

1 〃 
塗りつぶし又はチェックがある場合は
“1”を入力，ない場合は“0”を入力する
こと。 

61 
代筆解答(別室) 
(試験時間延長) 

1 〃 
塗りつぶし又はチェックがある欄の数字を
入力，ない場合は“0”を入力すること。 

62 
代筆解答(別室) 
(時間延長なし) 

1 〃 
塗りつぶし又はチェックがある場合は
“1”を入力，ない場合は“0”を入力する
こと。 

63 
試験室入口までの付
添者の同伴 

1 〃 〃 

64 
試験室における介助
者の配置 

1 〃 〃 

65 
トイレに近い試験室
で受験 

1 〃 
塗りつぶし又はチェックがある欄の数字を
入力，ない場合は“0”を入力すること。 

66 
1 階又はエレベーターが利

用可能な試験室で受験 
1 〃 

塗りつぶし又はチェックがある場合は“1”
を入力，ない場合は“0”を入力すること。 

67 
特製机・椅子の持参
利用 

1 〃 〃 

68 
特製机・椅子の試験
場側での準備 

1 〃 〃 

69 車椅子の持参使用 1 〃 〃 

70 杖の持参使用 1 〃 〃 

71 
試験場への乗用車で
の入構 

1 〃 〃 
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72 
 
㉕ 

座席を試験室の出入口

に近いところに指定 
1 〃 〃 

73 別室の設定 1 〃 〃 

74 
該当 
なし 

該当 
なし 

（※申請書に該当す
る事項なし） 

1 〃 “0”を入力すること 

75 

㉖ 

発
達
障
害
に
関
す
る
配
慮
事
項 

試験時間の延長(1.3
倍)（別室） 

1 数字 
塗りつぶし又はチェックがある欄の数字を
入力，ない場合は“0”を入力すること。 

76 
チェック解答 
(別室) 
(試験時間延長) 

1 〃 〃 

77 
チェック解答 
(別室) 
(時間延長なし) 

1 〃 
塗りつぶし又はチェックがある場合は“1”
を入力，ない場合は“0”を入力すること。 

78 
拡大文字問題冊子の
配付 

1 〃 

塗りつぶし又はチェックがある欄の数字 
を作成，両方に塗りつぶし又はチェック 
がある場合は”3”を作成，ない場合は 
“0”を作成すること。 

79 
注意事項等の文書に
よる伝達 

1 〃 
塗りつぶし又はチェックがある場合は“1”
を入力，ない場合は“0”を入力すること。 

80 別室の設定 1 〃 〃 

81 ㉜ 
大学入試センター記入欄 3
（その他の希望配慮事項等） 

1 数字 
○で囲んだ数字を入力，ない場合は“0”を
入力すること。 

82 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㉝ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大学入試センター記入欄 3
（その他の希望配慮事項等） 

4 数字 
欄内の数字を入力，ない場合は“0000”を
入力すること。 

83 
大学入試センター記入欄 3
（その他の希望配慮事項等） 

4 〃 〃 

84 
大学入試センター記入欄 3
（その他の希望配慮事項等） 

4 〃 〃 

85 
大学入試センター記入欄 3
（その他の希望配慮事項等） 

4 〃 〃 

86 
大学入試センター記入欄 3
（その他の希望配慮事項等） 

4 〃 〃 

87 
大学入試センター記入欄 3
（その他の希望配慮事項等） 

4 〃 〃 

88 
大学入試センター記入欄 3
（その他の希望配慮事項等） 

4 〃 〃 

89 
大学入試センター記入欄 3
（その他の希望配慮事項等） 

4 〃 〃 

90 
大学入試センター記入欄 3
（その他の希望配慮事項等） 

4 〃 〃 

91 
大学入試センター記入欄 3
（その他の希望配慮事項等） 

4 〃 〃 

92 
大学入試センター記入欄 3
（その他の希望配慮事項等） 

4 〃 〃 
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93 
 
 

 
 
㉝ 

大学入試センター記入欄 3
（その他の希望配慮事項等） 

4 〃 〃 

94 
大学入試センター記入欄 3
（その他の希望配慮事項等） 

4 〃 〃 

95 
大学入試センター記入欄 3
（その他の希望配慮事項等） 

4 〃 〃 

96 
大学入試センター記入欄 3
（その他の希望配慮事項等） 

4 〃 〃 

97 
該当 
なし 

分離の有無 1 数字 “1”を入力すること。 

98 
該当 
なし 

出願の時期 1 数字 
データ授受が 
テスト，1回目，2回目，3回目のときは“1” 
4回目，5回目，6回目，7回目のときは“0” 

 

エ プログラムチェック仕様 

入力作業を開始する前までにデータのチェックプログラム（入力画面，相互チェック）及び作業体制

をセンターに提示すること。 

 

【チェック項目】 

・出力データの並び（⇒上記イ―①）及びデータ仕様等（⇒上記イ―②）のチェックを行うこと。 

・項目ごとに定められた文字，数値内のコードを使用していること。 

・漢字は，全て SHIFT-JISコードの第 1水準・第 2水準のものであること。 
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オ 入力時の注意事項 

① 作成文字の置換等に関する注意事項 

・カナ，英数字の項目について 

事項 例 

カタカナは半角入力のため，濁音，半濁音は別
に１バイトとして作成すること 

 タケダ → ﾀｹﾀﾞ 

ローマ数字（Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ）はアラビア数字に置
換し作成すること。 

Ⅱ → 2 

長音“ｰ”(b0)16は，ハイフン“-”(2d)16に置
換し作成すること。 

ロバート → ﾛﾊﾞ-ﾄ 

中点“･”(a5)16は，ピリオド“.”(2e)16に置
換し作成すること。 

メソﾞン・トﾞ → ﾒｿﾞﾝ.ﾄﾞ 

コンマ“,”(2c)16は，読点“、”(a4)16に置換
し作成すること。 

ハﾞンチ，５ → ハﾞンチ、５ 

文字の判読が不可能な場合及び入力不能の場
合は，“0”に置換し作成すること。 

      

１マスに２文字以上の記入がある場合は，それぞ
れの文字を１バイトとして作成すること。また，
二重線（“      ”）で訂正してある場合は，
訂正文字があればその文字を入力し，訂正文字
がなければ二重線の部分を除いて左づめで作
成すること。 

 
 
 

１つの入力項目に対して２つ以上の欄に○印が
ある場合，又は，○印が欄をまたがっていてど
ちらの欄なのか判読できない場合は，“*”に置
換し作成すること。 

 
→ 

 

 

  

タ  ウ → ﾀ 0 ｳ 

ｺ ﾏ ﾊ ﾞ  ﾀ ﾛ ｳ 

コ マ バ タ ロ ウ  タ 

→ 

Ａ
Ａ

Ｂ
ｃ １ 2 １ 2 

* * 

A 

 

B 
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②漢字項目について 

a. JIS第 1水準，JIS第 2水準にない漢字は，次のように置換し作成すること。 

○ 俗字等は，正字化した文字に置換し作成する。 

  →高（8d82)16   →吉（8b67)16   →崎（8de8)16   → 塚（92cb)16 

  →隆（97b2)16   →榊（8de5)16   →徳（93bf)16   → 濱（e05f)16 

  →柳（96f6)16   →廣（9c41)16    他 

※ 俗字等であっても JIS第 1水準，第 2水準内にある文字の場合は，原票記入どおり作成す

ること。正字化できない又は判別できない漢字は，“■”(81a1)16に置換し作成する。 

 

b. 異体字の種類が多い漢字（例えば「邉」や「邊」など）については，同じ字とせず，中のつ

くりに忠実に入力すること。 

※「遥」「遙」は，原票記入どおり「遥（9779)16」「遙（eaa1)16」で作成すること。 

「遥」「遙」の俗字等は，次のように置換し作成すること。 

→ 遥（9779)16   → 遙（eaa1)16 

※「痙」の異体字（「痉」）は，次のように置換し作成すること。 

→ 痙（e17a)16  

c. くずし文字や次に示す字体は，同一文字とすること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

d. 文字の判読が不可能な場合は，“□”(81a0)16に置換し作成すること。 

 

e. ローマ数字（Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ）はアラビア数字に置換して作成すること。 

  ※置換した文字の直後にアラビア数字が続く場合，全角スペースを入れること。 

  （例： アーバンパークⅡ１０１ → アーバンパーク２ １０１） 

 

f. 長音，ハイフンについては，「アパート」や「タワー」など，該当部分がカナで書かれた名 

称の一部であると明確に判別できる場合は「”ー”(815B)長音」を入力し，それ以外は 

「”－”(815C)ハイフン」を入力すること。 

g. 漢数字の「”〇”(815A)ゼロ」については，全角数字の「”０”(824F)ゼロ」に置換するこ 

と。 
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h. 次の記号については，以下のとおり入力すること。 

 ・α→アルファ  ・＆→アンド  ・㈱→（株）  ・№→Ｎｏ． 

 

③ 全角項目について 

全角文字はそのまま入力すること 

全角コンマについては，全角読点に置換し作成すること。 症，ア → 症、ア 

 

カ 申請書データの作成に関する注意事項 

・申請書データの入力については，入力作業が規定の期日内に終えられるよう，想定される件数を

処理できるだけの人員及び設備を確保すること。 

・申請書等に付箋・メモ等が貼付されている場合でも，申請書データは申請書等に直接記入されて

いる内容で作成すること。 

・申請書データの作成にあたっては，各作業チームにおいて，初期入力（エントリー）が終了した

スキャンデータ（正）を, 再度別のキーパンチャーが入力（副）し，両者のファイルを比較して

ベリファイを行うことにより，点検，確認等を十分に行うこと。 

なお，入力項目について，入力順番及びレコードフォーマット等の誤り等が生じた場合は，速や

かにセンターに報告すること。 

・申請書データの入力作業については，センターの職員が立ち会う場合がある。 

・１レコード（申請書スキャンデータ１件分）の分割作成はしないこと。 

・申請書レコードの項目で同じ内容が続いても，繰り返しコピーしないこと。 

また，現住所の市町村名等を郵便番号から自動入力しないこと。 

・その他，不明事項等がある場合は，速やかにセンターに確認・協議した上でデータを作成するこ

と。 

・納品した申請書データについて，センターから照会することがあるため，業務期間中は受注者で

バックアップデータを保持し，速やかに確認できる体制を整えること。なお，バックアップデー

タについては，業務期間終了後速やかに破棄すること。 

 

 

 



配慮申請書 見本（申請書データ作成対象ページのみ） ※レイアウト等は修正可能性あり



点字による教
育を受けている
者

両眼の矯正視力がおおむね0.3未満の者
のうち，拡大鏡等の使用によっても通常
の文字，図形等の視覚による認識が不可
能又は著しく困難な程度の者

視力以外の視機能障害が高度の者
のうち，拡大鏡等の使用によっても
通常の文字，図形等の視覚による認
識が不可能又は著しく困難な程度の
者

左記以外で視覚
に関する配慮を
必要とする者

両耳の平均聴力
レベルが60dB以
上の者

左記以外で聴覚
に関する配慮を
必要とする者

令和9年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テスト

   受験上の配慮申請書　第２面（２／４）
 

※ 該当する「□」の中を，黒のボールペンで塗りつぶしてください。（塗りつぶすのが難しい場合は，レなどチェックで表示してください。）

１．障　害　等　の　種　類　と　程　度
⑯　視　覚　障　害 ⑰聴覚障害

297 298 299 300 301 302

□ □ □ □ □ □

その他の病気によ
る体調不良等で配
慮を必要とする者

□ □ □ □ □ □ □

⑱　肢　体　不　自　由 ⑲　病　弱 ⑳発達障害 ㉑その他

体幹の機能障害に
より座位を保つこと
ができない者又は
困難な者

上肢の機能障害
により筆記をする
ことができない者
又は困難な者

下肢の機能障害
により歩行をする
ことができない者
又は困難な者

左記以外で
肢体不自由
に関する配
慮を必要とす
る者

慢性の呼吸器疾患，心臓
疾患，腎臓疾患，消化器疾
患等の状態が継続して医
療又は生活規制を必要と
する程度の者又はこれに
準ずる者

学習障害，注意欠如・多動症
（注意欠陥多動性障害），自閉
スペクトラム症（自閉症，アスペ
ルガー症候群その他広汎性発
達障害等）等のため配慮を必要
とする者

309

２．受　験　に　際　し　て　希　望　す　る　配　慮　事　項
障
　
害
　
等
　
の
　
種
　
類
　
や
　
程
　
度
　
に
　
か
　
か
　
わ
　
ら
　
ず
　
必
　
要
　
な
　
配
　
慮
　
事
　
項
　
を
　
申
　
請
　
で
　
き
　
ま
　
す
　

。

㉓
視覚に
関する
配慮事項

点字解答（別室）
点字器
等の試
験場で
の保管

文字解答（別室） 拡大文字問題冊子の配付
拡大鏡等の
持参使用

※２

窓側の明る
い座席を指
定

303 304 305 306 307 308

□1 □2 □ □1 □2 □

照明器具の
持参使用

※２

照明器具の試
験場側での準
備

※２

試験時間1.5倍延長 試験時間1.3倍延長
試験時間
延長なし

14
ポイント

22
ポイント
（別室）

リスニングの実施方式　※１ リスニングの実施方式　※１

連続方式
CDプレーヤー，ヘッドホン

□１ □2 □ □ □ □

音止め方式
CDプレーヤー，ヘッドホン

連続方式
ICプレーヤー，ヘッドホン

音止め方式
CDプレーヤー，ヘッドホン

ICプレーヤー
ヘッドホン

318

㉔
聴覚に
関する
配慮事項

手話通訳士
等の配置＋
注意事項等
の文書によ
る伝達

注意事項等
の文書によ
る伝達

座席を
前列に
指定

補聴器
又は人
工内耳
の装用

リスニン
グの免
除

リスニングにおける音声聴取の方法（どれか一つを選んでください。）

310 311 312 313 314 315

イヤホン又
はヘッドホ
ンの持参
使用

CDプレーヤーの
スピーカーから直
接音声を聞く方式
（リスニングのみ
別室）

補聴器を
外してイヤ
ホンを使
用

補聴器を装
用したままイ
ヤホンを使
用

補聴器又は
人工内耳の
コネクターに
持参したコー
ドを接続

□2 □3 □0 □4□1

㉘

316 317

㉙ ㉚ ㉛

大学入試センター記入欄2

324 325 326 327319 320 321 322 323

□2 □ □ □ □1

㉕
肢体不自
由・病弱
に関する
配慮事項
その他の
配慮事項

チェック解答（別室） 代筆解答（別室）
試験室入口まで
の付添者の同伴

試験室における
介助者の配置

※３

試験時間1.3倍延長
試験時間
延長なし

試験時間1.3倍延長
試験時間
延長なし

大学入試センター記入欄3

リスニングの実施方式　※１ リスニングの実施方式 ㉜ 350 1 2

359

連続方式
ICプレーヤー，ヘッドホン

音止め方式
CDプレーヤー，ヘッドホン

ICプレーヤー
ヘッドホン

連続方式
CDプレーヤー，スピーカー

音止め方式
CDプレーヤー，スピーカー

CDプレーヤー
スピーカー

□ □ 355□1 □2 □ □1 □2 □

㉝

351

375

別室の設定
363

□

トイレに近い
試験室での受験

1階又はエレ
ベーターが
利用可能な
試験室で受
験

特製机・椅子
の持参使用

※２

特製机・椅子
の試験場側
での準備

※２

車椅子の持
参使用

※２

杖の持参使
用

試験場への
乗用車での
入構

座席を試験
室の出入口
に近いところ
に指定

328 329 330 331 332 333

形態は
問わな
い

洋式 バリアフ
リー

371

367

□ □

334 335 336 337 338 339

□ □ □ □ □ 379□1 □2 □3

㉖
発達障害
に関する
配慮事項

マークシート解答（別室） チェック解答（別室） 拡大文字問題冊子の配付
注意事項等
の文書によ
る伝達

別室の
設定

387

340 341 342 383

□1 □2 □1 □2 □ □1

連続方式
ICプレーヤー，ヘッドホン

音止め方式
CDプレーヤー，ヘッドホン

連続方式
ICプレーヤー，ヘッドホン

音止め方式
CDプレーヤー，ヘッドホン

ICプレーヤー
ヘッドホン

試験時間1.3倍延長 試験時間1.3倍延長
試験時間
延長なし

14
ポイント

22
ポイント
（別室）

391

リスニングの実施方式　※１ リスニングの実施方式　※１ 395

□ □ 403

ヘッドホンの
貸与

補聴援助シ
ステムの持
参使用

□5 □6

399

※３　希望する介助内容等について申請書第４面に記入してください。

独立行政法人大学入試センター

※１　リスニングの音声をヘッドホン以外で聴取したい場合は，該当する「□」を塗りつぶした上で，申請書第３面の

　　　㉗(2)に希望する聴取方法を記入してください。

※２　規格等について申請書第４面に記入してください。

344 345 346 347 348 349 407

□2

，

【A】



別紙１ 

独立行政法人大学入試センター 

契約担当役 殿 

 

 

 

 

 

機密及び個人情報の守秘に関する誓約書 

 

 

 

私は，「令和９年度大学入学共通テスト 受験上の配慮申請書データ作成業務 一式」の

契約にあたり，以下の各事項を厳守することを誓約します。  

 

 

記 

 

 

1. 業務上知り得た機密及び個人情報を他へ漏らさないこと 

2. 機密及び個人情報に不正にアクセスする等，意図的な情報入手をしないこと 

3. 発注者の許可なく，書類等を持ち出さないこと 

4. 発注者の指示を遵守し，誠実に業務を行うこと 

 

 

 

  年  月  日 

 

 

             住所 

 

             氏名                 印 

 

 

以 上 

 



別紙２ 

個人情報の保護に関する誓約書 

 

 

発注者及び受注者が令和  年  月  日付けで締結した「令和９年度大学入学共通テスト 

受験上の配慮申請書データ作成業務 一式」の契約（以下「本契約」という。）に関し，受注者

が，本契約に基づく業務等（以下「業務等」という。）を実施するに当たっての個人情報の取扱い

について，下記事項を遵守することを誓約します。 

 

（定義） 

第１条 「個人情報」とは，個人情報の保護に関する法律（平成15年法律第57号）第２条に規定す

る個人情報をいう。 

（個人情報等の取扱い） 

第２条 受注者は，個人情報の保護の重要性を認識し，業務等の実施に当たっては，個人及び発注

者の権利利益を侵害することのないよう，個人情報の取扱いを適正に行わなければならない。 

（管理体制等の報告） 

第３条 受注者は，個人情報について，事務取扱責任者及び事務担当者を定め，管理及び実施体制

を別紙様式１により報告し，発注者の確認を受けなければならない。また，報告内容に変更が生

じたときも同様とする。 

（事務取扱担当者の教育・訓練） 

第４条 受注者は，事務取扱責任者及び事務取扱担当者に対して，本契約を行うために必要な教育

及び訓練をしなければならない。 

（秘密の保持） 

第５条 受注者は，個人情報を第三者に漏らしてはならない。また，本契約が終了し，又は解除さ

れた後も同様とする。 

（適正な管理のための措置） 

第６条 受注者は，個人情報について，漏えい，滅失及びき損の防止その他の適正な管理のための

必要な措置を講じなければならない。 

（収集の方法） 

第７条 受注者は，業務等を処理するために個人情報を収集するときは，必要な範囲内で，適正か

つ公正な手段により収集しなければならない。 

（目的外利用等の禁止） 

第８条 受注者は，発注者の指示又は承諾があるときを除き，個人情報を，本契約の目的外に利用

し，又は第三者に提供してはならない。 

（個人情報等の持出し等の禁止） 

第９条 受注者は，発注者の指示又は承諾があるときを除き，個人情報を業務実施場所及び受注者

の事業所から送付及び持ち出し等してはならない。 

（複写等の禁止） 

第10条 受注者は，発注者の指示又は承諾があるときを除き，個人情報が記録された電磁的記録又

は書類等を複写し，又は複製してはならない。 

（再委託の制限等） 



第11条 受注者は，発注者の承諾があるときを除き，個人情報等を取り扱う業務等について，他に

委託してはならない。 

２ 受注者は，前項の規定に基づき他に委託する場合には，その委託を受ける者に対して，本誓約

書に規定する受注者の義務を負わせなければならない。 

３ 前２項の規定は，第１項の規定に基づき委託を受けた者が更に他に委託する場合，その委託を

受けた者が更に他に委託する場合及びそれ以降も同様に適用する。 

（廃棄等） 

第12条 受注者は，発注者から提供を受け，又は受注者自らが収集し，若しくは作成した個人情報

等が記録された電磁的記録又は書類等について，本契約期間終了後又は保存期間経過後速やかに

廃棄又は発注者に返還しなければならない。 

２ 受注者は，個人情報が記録された書類等について，廃棄する場合には，焼却又は溶解等の判読

が不可能な方法により行わなければならない。 

３ 受注者は，個人情報が記録された機器及び電子媒体等について，廃棄する場合には，専用のデ

ータ削除ソフトウェアの利用又は物理的な破壊等により，復元が不可能な方法により行わなけれ

ばならない。 

（事故等の報告） 

第13条 受注者は，個人情報の漏洩の事案等の本誓約書に違反する事態が生じた，又は生じるおそ

れのあるときは，直ちに発注者に報告し，発注者の指示に従わなければならない。 

２ 受注者から委託業務の全部又は一部の再委託を受けた者（以下「再委託先」という。）が，委

託業務に係る個人情報データの漏えい等した場合又はそのおそれがある場合には，受注者は再委

託先をして，直ちに発注者及び受注者に対して報告させるものとする。 

（管理状況の報告等） 

第14条 受注者は，個人情報の管理の状況について，発注者が報告を求めたときは速やかに，書面

により報告しなければならない。 

２ 発注者は，必要があると認めるときは，前項の報告その他個人情報等の管理の状況，管理体制

及び実施体制等について，少なくとも年１回以上実地検査することができ，受注者はそれに協力

しなければならない。 

３ 受注者は，第１項の報告の確認又は前項の実地検査の結果，個人情報の管理の状況等について

，発注者が不適切と認めたときは，直ちに是正しなければならない。 

（契約解除及び損害賠償） 

第15条 発注者は，受注者が本誓約書に違反していると認めたときは，本契約の解除及び損害賠償

の請求をすることができる。 

 

 

 

  年 月 日 

受注者  住所 

   氏名       印 



別紙様式１ 

 

  年  月  日 

 

 

 

 

受注者  住所 

   氏名         印 

 

 

 

個人情報に係る管理及び実施体制について（契約件名：「令和９年度大学入学共通テスト 

受験上の配慮申請書データ作成業務 一式」） 

 

 

１ 事務取扱責任者及び事務取扱担当者 

区分 部署・役職 氏名 取り扱う範囲等 

事務取扱責任者    

事務取扱担当者 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

 



２ 管理及び実施体制図 

 

（様式任意） 

 



 

 

 

確認資料作成要領 

 

本調達においては，適切な調達先の選定のため，確認資料の提出を必須とする。 

応札希望者は，以下の１～４までの項目について記載した確認資料を期日までに提出す

ること。 

記載に当たっては，原則として，以下の１～４までの記載項目を確認資料における章の名

称として使用することとし，又，記載内容は仕様書に記載されている事項について十分に配

慮した内容とするよう留意すること。 

尚，確認資料に記載漏れ等不備がある場合には失格とすることがあるので注意すること。 

 

記 

 

1. 基礎情報 

① 会社概要  ※ 会社案内・パンフレット等を添付 

② 令和４年度以降に実施した本調達と同種の業務実績が確認できるもの（様式自由） 

 

2. 業務体制 

① 想定する業務フロー，業務体制等が確認できるもの 

② 各業務の１日あたりの処理可能な件数，作業人数，使用する機材等 

③ その他（自由記載） 

 

3. 個人情報保護・情報セキュリティ 

① 情報セキュリティ関連の認証（ISMS，ISO/IEC27001，JISQ27001），プライバシー

マーク取得について 

② 情報管理体制 

③ 情報セキュリティに関する社員への教育・研修体制について 

④ 情報漏洩等トラブル発生時の体制について 

⑤ その他（自由記載） 

 

4. 連絡体制 

① 大学入試センターとの連絡体制について 

（担当責任者，連絡先を必ず明記すること） 

② 緊急時の対応方法について 

③ その他（自由記載） 

以上 


